
令和６年度用『工芸Ⅰ』教科書 訂正のお願い

令和６年12月

　令和６年に供給いたしました教科書に，以下の訂正がございます。生徒の皆様，先生方にご迷惑をお

かけいたしましたこと，深くお詫び申し上げます。訂正を施した教科書は，令和７年度より供給させてい

ただきます。

　先生方におかれましては，訂正内容をご確認のうえご指導いただきますよう，謹んでお願い申し上げます。
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30ページ
下段右

解説図を正し
く修正するた
め。

32ページ
上段左

作家が亡くな
り、没年を
記載するた
め。

この内容についてのお問い合わせ先　編集部直通 03-3389-4623
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染
織

絹糸・麻糸・木綿糸などの材料の特性、様々な染織技法、作者の
思い、使う場面、用途と美しさの調和などを考え、制作の構想を
練ったり、鑑賞したりしてみよう。

染織の工芸品

型紙などを用いて模様を染める染織
技法。特に絵画的な模様をもつ、工
芸的なものは型絵染めとも言われる。

糸でくくったり、板で締めた
り、部分的に防染して模様
を染める技法。愛知県の
有
あり

松
まつ

鳴
なる

海
み

絞
しぼり

が有名。

模様に従って染め分けた糸を用い
て、織り上げた織物。かすれた模様
様、風合いが特徴。久

く

留
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米
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絣
がすり

、弓
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浜
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絣
がすり

などが有名。
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 ［沖縄県・1908～92］

江戸の元禄期に始まったとされ
る糊

のり

を用いる防
ぼう

染
せん

法の染めで、
花鳥や人などの華麗な絵模様
が特徴。

手描き友禅

加賀友禅工芸
スニーカー

［綿／友禅］

身にまとうだけが染織の役割ではない。カー
テンなどのインテリアに、あるいは空間を飾る
アートにもなる。

藍染／空間への展開

時空 ［亜
あ

麻
ま

／ぼかし染・脱色染・大帽子絞・よろけ加工／各210×200cm
（12点組）］ 1989　染・清流館蔵［京都府］　福
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本
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  ガマ口
［綿／14×16.5×3cm］

型染布 ジャイプルの朝 ［紬
つむぎ

／180×
76cm］ 1983　日本民藝館蔵 ［東京都］
柚
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木沙
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 [ 東京都・1922～2024]
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芹沢銈介｜ P.39
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素材と技法 染織演 

習
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材
と
技
法  

染
織

染織とは、染めと織りを意味する。染めの
生地は、生地を織ってから染めたもの（後
染め）で、絞り・型染め・友禅などが代表
的。織りの生地は、糸を染めてから織った
もの（先染め）で、絣

かすり

などが代表的である。

素材の特色

私たちはこの世に生を受け、暖かく包み込まれて以来、生活の
大半において布をまとって暮らしている。この布を彩る技法
が染めであり織りである。東洋と西洋を結ぶ歴史的な交易路
をシルクロード（絹の道）と呼ぶように、染めや織りは、生活や
産業と深く関わり、文明とほぼ同じだけの歴史をもつ。

布や糸の性質や質感、染めや織りによる
表現の特質を捉え、用途と美の調和などを考え、
鑑賞や制作をしてみよう。

ね
ら
い

織物は、経
たて

糸
いと

と緯
よこ

糸
いと

を一定の規則で
組み合わせてつくる繊維製品である。
起源は古く、古代エジプトでは麻織
物がつくられている。組み合わせ方
は、平

ひら

織
お

り・綾
あや

織
お

り・朱
しゅ

子
す

織
お

りが基本
で、これらを組み合わせれば、単色で
も模様をつくり出せる。 経

たて

糸
いと

と緯
よこ

糸
いと

が1本ずつ交互に交差す
る織りの基本形。表面が平滑で、耐
久性に富む。織物の中で最も簡単
で、広く用いられている。

経
たて

糸
いと

と緯
よこ

糸
いと

を2本以上組み合わせる
ことで、斜めの交点、浮きが生まれる。
強度としなやかさを併せ持ち、ジーン
ズなどで採用されている。

経
たて

糸
いと

と緯
よこ

糸
いと

の交点を一定の間隔を
空けて配置するため、どちらかの糸の
浮きが長くなる。光沢があり、滑りは
よいが、摩擦に弱い。サテンとも。

綾
あや

織
お

り平
ひら

織
お

り 朱
しゅ

子
す

織
お

り

私たちの身の回りの糸は、天然繊維と化学繊維に大別される。天然繊維は原料により、麻や木綿などの植物繊維、
絹や羊毛などの動物繊維に分けられる。化学繊維は、石油や石炭などから化学的な合成、加工によってつくられたもの。

蚕
かいこ

の繭
まゆ

が原料。生
き

糸
いと

（蚕の繭糸の数本を繰
そう

糸
し

して
糸としたもの）は繭を蒸すか、熱してからほぐし、引
き出して1本の糸にする。手触りがよく、軽く光沢が
あり、保温性、吸湿性に富む。

亜
あ

麻
ま

、苧
ちょ

麻
ま

などの内皮を煮てから柔らかくして、細く
裂いた繊維をつなぎ合わせて糸にする。通気性が
高く、涼しげで、シャリシャリした硬めの質感が特徴。

綿花の種子の周りに付いた綿を採取、糸を紡ぎ出
す。肌触りがよく、吸水性、染色性に優れる。タオル
やTシャツ、ジーンズなど、多くの衣料用の繊維に
採用されている。

絹 麻 木綿

糸について

絣
かすり

、紬
つむぎ

、裂
さき

織
お

りなど

（先染め）

（後染め）

絞り染め、型染め友禅など

織り

染め

織りについて

糸 織
る

染
め
る

染
め
る

シルクロード 裂
さき

織
お

り 蚕 アルギン酸ソーダ検索ワード30
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